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（1）連結経営成績（累計） （%表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 % 百万円 % 百万円 % 百万円 %

2025年3月期第3四半期 193,737 15.1 18,611 40.9 21,756 26.7 14,624 27.0

2024年3月期第3四半期 168,325 19.9 13,204 146.7 17,169 270.0 11,518 480.4

（注）包括利益 2025年3月期第3四半期 16,043百万円（7.8%) 2024年3月期第3四半期 14,879百万円 （71.3%)

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 297.10 －

2024年3月期第3四半期 234.03 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 %

2025年3月期第3四半期 459,004 169,023 36.8

2024年3月期 430,653 155,893 36.2

（参考）自己資本 2025年3月期第3四半期 169,023百万円 2024年3月期 155,893百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 － 30.00 － 30.00 60.00

2025年3月期 － 30.00 －

2025年3月期（予想） 40.00 70.00

（%表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 % 百万円 % 百万円 % 百万円 % 円 銭

通期 262,100 15.0 23,300 32.0 22,700 △7.3 15,000 △7.3 304.72

1．2025年3月期第3四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年12月31日）

（注）「潜在株式調整後1株当たり四半期純利益」は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

（2）連結財政状態

2．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

配当予想の修正については、本日（2025年2月13日）公表いたしました「2025年3月期(第69期)配当予想の修正に関
するお知らせ」をご覧ください。

3．2025年3月期の連結業績予想（2024年4月1日～2025年3月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期3Ｑ 51,516,000株 2024年3月期 51,516,000株

②  期末自己株式数 2025年3月期3Ｑ 2,288,903株 2024年3月期 2,295,857株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期3Ｑ 49,224,315株 2024年3月期3Ｑ 49,220,794株

※  注記事項

（1）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料10ページ「2．四半期連結財務諸表及び主な注記（4）四半期連結財務諸表に関する注記事 

項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（4）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料4ページ「1．経営成績等の概況（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法について）

決算補足説明資料はTDnetで同日開示しています。
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連結業績 （単位：百万円）

2024年3月期

第3四半期

2025年3月期

第3四半期
増減額 増減率

売上高 168,325 193,737 25,411 15.1%

売上原価 107,916 122,993 15,076 14.0%

売上総利益 60,408 70,743 10,335 17.1%

販売費及び一般管理費 47,203 52,132 4,928 10.4%

営業利益 13,204 18,611 5,406 40.9%

経常利益 17,169 21,756 4,586 26.7%

親会社株主に帰属する

四半期純利益
11,518 14,624 3,105 27.0%

セグメント別業績 （単位：百万円）

国内セグメント 海外セグメント

2024年

3月期

第3四半期

2025年

3月期

第3四半期

増減額 増減率

2024年

3月期

第3四半期

2025年

3月期

第3四半期

増減額 増減率

売上高 132,840 154,713 21,872 16.5% 35,565 39,164 3,598 10.1%

セグメント

利益又は損

失（△）

16,320 22,301 5,981 36.6% 82 △368 △451 －

1．経営成績等の概況

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（1）当四半期の経営成績の概況

当社グループにおいては、「人々の健康に貢献し、こころの笑顔を大切にする」ことを企業理念と

して、2024年6月に発表した「第6期 中期経営計画2024-2026 PROACTIVEⅢ」に基づき、国内でのジェ

ネリック医薬品事業をコア事業としつつ、新規市場及び新規事業における基盤の確立と各子会社との

グループシナジーの実現を目指し、各種課題に取り組んでまいりました。

その結果、当第3四半期連結累計期間における業績は、以下のとおりです。

国内において引き続き当社の業績が好調であったこと、海外において主に為替レートが円安に動い

たことにより、好調な結果となりました。

業績につきましては、売上高193,737百万円（前年同期比15.1%増）、営業利益18,611百万円（同

40.9%増）、経常利益はデリバティブ評価益1,730百万円が発生したことで21,756百万円（同26.7%

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は14,624百万円（同27.0%増）となりました。

セグメント別の業績は、以下のとおりです。報告セグメントのセグメント利益又は損失につきまし

ては、のれん償却前の数値となっております。

（注） セグメント利益又は損失（△）は、営業利益ベースの数値です。
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（国内セグメント）

　国内ジェネリック医薬品業界では、2021年6月に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針

2021（骨太方針2021）」において、「後発医薬品の数量シェアを、2023年度末までにすべての都道府

県で80％以上」とする目標が掲げられました。また、2024年3月の社会保障審議会医療保険部会に

て、「医薬品の安定的な供給を基本としつつ、後発医薬品の数量シェアを2029年度末までにすべての

都道府県で80％以上」とする主目標とともに、副次目標として新たに「後発医薬品の金額シェアを

2029年度末までに65％以上」とするという目標が掲げられました。その結果、2024年7-9月期の数量

シェアは84.7%(日本ジェネリック製薬協会調べ)となりました。さらに、2024年10月からは後発医薬

品のある先発医薬品の一部において追加で自己負担が発生する「長期収載品の選定療養」の導入が開

始されております。

　一方、2021年度以降は薬価改定が毎年行われており、医薬品業界にとって極めて厳しい状況となっ

ております。さらに、2020年に発覚した複数のジェネリック医薬品企業における品質問題を起因とし

た一連の供給不安によりジェネリック医薬品に対する信頼感は低下し、ジェネリック医薬品業界の置

かれた環境は厳しさを増しております。

　このような状況の中、2024年5月に厚生労働省から公表された「後発医薬品の安定供給等の実現に

向けた産業構造のあり方に関する検討会 報告書」において、「5年程度の集中改革期間を設定して、

製造管理・品質管理体制の確保および安定供給能力の確保、持続可能な産業構造の実現を目指す」こ

とが示されました。また、2024年6月に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針2024（骨太

方針2024）」では、「足下の医薬品の供給不安解消に取り組むとともに、医薬品の安定的な供給を基

本としつつ、後発医薬品業界の理想的な姿を見据え、業界再編も視野に入れた構造改革を促進し、安

定供給に係る法的枠組みを整備する」という記載がなされました。これらの方針を踏まえ、2025年度

薬価改定においては、企業の安定供給体制を評価する企業指標について、検討されていたすべての評

価指標で企業評価が実施されることになりました。さらに、2000年以降で初めてとなる最低薬価の引

き上げも行われることになりました。

　以上のような環境のもと、国内ジェネリック医薬品事業においては、当社としての安定供給責任を

果たすために増産に向けた新規設備の導入と増員に取り組んでおります。2023年11月に山形工場 第

三固形製剤棟及び第二無菌製剤棟の建設工事が完了し、2024年4月から第三固形製剤棟で製造した製

品の出荷を開始しました。3工場の年間生産能力について、2024年3月末の140億錠から2026年度中に

175億錠への増加を実現すべく取り組んでおります。

　製造管理及び品質管理面では、医薬品の製造管理及び品質管理の基準であるGMP省令やその他関連

する法令遵守はもちろんのこと、国際的基準であるPIC/S GMPやICHガイドラインも積極的に取り入

れ、独自の制度・教育訓練により、医薬品の適切な品質と安全性の確保に取り組んでおります。ま

た、従前より導入しているMES（製造実行管理システム）及びLIMS（医薬品の品質試験を統括管理す

るシステム）に加え、QMS（品質マネジメントシステム）を導入し、製造管理・品質管理のさらなる

向上に取り組んでいきます。さらに、安定供給体制の維持・強化のため、原薬の複数購買化や製造所

の監査等を推進し、グループ全体として原薬製造から製剤製造、物流、販売に至るまで、ガバナンス

の強化とコンプライアンスの徹底に向けた取り組みを継続して行っております。

　販売面では、2024年6月に新製品3成分7品目、2024年12月に新製品6成分10品目の販売を開始し、当

社のジェネリック医薬品の製品数は326成分759品目(2024年12月時点)となりました。

　健康関連事業の展開においては、地域包括ケアシステム等の新しい医療体制に対応するため、「ヘ

ルスケアパスポート」を中心に位置付け、治療・予防・介護支援の観点から各子会社間及び既存事業

とのシナジーを形成し、健康維持・増進のための製品やサービスを増加させることで、健康関連事業

の多角的な展開を実現してまいります。

　当第3四半期連結累計期間の国内セグメントの業績につきましては、引き続き当社製品への需要が

高く販売数量が増加したことで、売上高154,713百万円（前年同期比16.5%増）、セグメント利益

22,301百万円（同36.6%増）となりました。

（海外セグメント）

当社グループの海外セグメントでは、海外医薬品事業の強化と拡大に向け、Towa Pharma 

International Holdings, S.L.(以下、「Towa INT」という)を通じて、欧州及び米国市場でのジェネ

リック医薬品事業を展開しております。Towa INTが持つ欧州複数国及び米国での販売網と、欧州にあ

る欧米等の基準に準拠した製造拠点を活用し、日米欧の3極から世界中の患者に高品質で付加価値の

あるジェネリック医薬品を提供できるグローバル事業基盤を確立していきます。また、Towa INTにお

ける既存ビジネスの維持・強化及び市場・地域の更なる拡大を行うことで規模の確保を図り、売上高
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とセグメント利益の確保を目指してまいります。

当第3四半期連結累計期間の海外セグメントの業績につきましては、為替レートが円安に動いたこ

と及び欧州がBtoBとBtoCともに好調であったことにより、売上高39,164百万円（前年同期比10.1%

増）となりました。セグメント利益につきましては、研究開発費(新製品開発及びニトロソアミン類

への対応)等が増加したことにより、セグメント損失368百万円となりました。

（2）当四半期の財政状態の概況

①資産・負債及び純資産の状況

　当第3四半期連結会計期間末における総資産は、459,004百万円となり、前連結会計年度末比

28,351百万円の増加となりました。その主な要因は、有形固定資産の増加12,221百万円、棚卸資産

の増加8,031百万円、受取手形及び売掛金の増加5,801百万円などであります。

　負債につきましては、289,981百万円となり、前連結会計年度末比15,222百万円の増加となりまし

た。その主な要因は、未払法人税等の減少4,749百万円があったものの、リース債務の増加9,874百

万円、長期借入金の増加7,958百万円、支払手形及び買掛金の増加3,684百万円などがあったことに

よるものであります。

　純資産につきましては、169,023百万円となり、前連結会計年度末比13,129百万円の増加となりま

した。その主な要因は、利益剰余金の増加11,687百万円、為替換算調整勘定の増加1,399百万円など

であります。

　その結果、自己資本比率は36.8%となりました。

②キャッシュ・フローの状況

　当第3四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に対して

419百万円減少し、29,231百万円となりました。

　当第3四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは5,695百万円の収入（前年同期は1,623百万円の支出）とな

りました。主な内訳は、法人税等の支払額10,819百万円（前年同期比8,879百万円増）、売上債権の

増加7,374百万円（同5,613百万円減）、棚卸資産の増加7,623百万円（同1,860百万円増）などがあ

ったものの、税金等調整前四半期純利益21,831百万円（同4,541百万円増）や減価償却費11,441百万

円（同1,390百万円増）などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、23,873百万円の支出（前年同期比534百万円減）となりま

した。主な内訳は、有形固定資産の取得による支出21,909百万円（同765百万円減）などによるもの

であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、15,582百万円の収入（前年同期比15,931百万円減）とな

りました。主な内訳は、長期借入金の返済による支出9,722百万円（同3,862百万円増）などがあっ

たものの、長期借入れによる収入18,416百万円（同21,816百万円減）やセール・アンド・リースバ

ックによる収入8,907百万円（同8,907百万円増）などによるものであります。

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想については、2024年11月5日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしま

した通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 29,650 29,252

受取手形及び売掛金 62,916 68,718

電子記録債権 8,854 10,705

商品及び製品 48,986 45,275

仕掛品 13,906 18,408

原材料及び貯蔵品 38,180 45,420

その他 15,335 20,395

貸倒引当金 △113 △400

流動資産合計 217,718 237,775

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 57,219 75,218

機械装置及び運搬具（純額） 18,017 17,729

土地 18,251 18,299

リース資産（純額） 848 9,728

建設仮勘定 55,917 41,044

その他（純額） 3,389 3,842

有形固定資産合計 153,642 165,864

無形固定資産

のれん 32,568 29,306

その他 18,017 17,986

無形固定資産合計 50,586 47,292

投資その他の資産

投資有価証券 641 846

その他 8,864 8,087

貸倒引当金 △800 △862

投資その他の資産合計 8,705 8,071

固定資産合計 212,934 221,228

資産合計 430,653 459,004

2．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,652 19,337

電子記録債務 10,720 11,224

短期借入金 3,112 4,700

１年内返済予定の長期借入金 10,120 10,869

リース債務 238 1,151

未払法人税等 7,926 3,176

引当金 96 67

その他 32,249 28,161

流動負債合計 80,118 78,689

固定負債

長期借入金 189,124 197,083

リース債務 714 9,676

退職給付に係る負債 220 170

その他 4,581 4,362

固定負債合計 194,641 211,292

負債合計 274,759 289,981

純資産の部

株主資本

資本金 4,717 4,717

資本剰余金 7,838 7,841

利益剰余金 134,452 146,140

自己株式 △5,606 △5,586

株主資本合計 141,401 153,112

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 191 210

為替換算調整勘定 14,300 15,699

その他の包括利益累計額合計 14,491 15,910

純資産合計 155,893 169,023

負債純資産合計 430,653 459,004
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（単位：百万円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2023年 4月 1日
　至　2023年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2024年 4月 1日

　至　2024年12月31日)

売上高 168,325 193,737

売上原価 107,916 122,993

売上総利益 60,408 70,743

販売費及び一般管理費 47,203 52,132

営業利益 13,204 18,611

営業外収益

受取利息 48 168

受取配当金 7 9

為替差益 768 1,600

デリバティブ評価益 3,615 1,730

その他 498 822

営業外収益合計 4,938 4,330

営業外費用

支払利息 674 1,162

その他 298 23

営業外費用合計 973 1,186

経常利益 17,169 21,756

特別利益

固定資産売却益 196 141

特別利益合計 196 141

特別損失

固定資産処分損 53 26

投資有価証券評価損 － 27

減損損失 21 11

特別損失合計 75 66

税金等調整前四半期純利益 17,290 21,831

法人税等 5,771 7,207

四半期純利益 11,518 14,624

親会社株主に帰属する四半期純利益 11,518 14,624

（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第3四半期連結累計期間）

- 7 -

東和薬品㈱（4553）　2025年3月期 第3四半期決算短信



（単位：百万円）

前第3四半期連結累計期間
(自　2023年 4月 1日
　至　2023年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2024年 4月 1日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 11,518 14,624

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 26 19

為替換算調整勘定 3,334 1,399

その他の包括利益合計 3,360 1,418

四半期包括利益 14,879 16,043

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 14,879 16,043

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第3四半期連結累計期間）
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前第3四半期連結累計期間

(自　2023年 4月 1日

   至　2023年12月31日）

当第3四半期連結累計期間

(自　2024年 4月 1日

   至　2024年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 17,290 21,831

減価償却費 10,050 11,441

のれん償却額 3,165 3,321

貸倒引当金の増減額（△は減少） △123 346

その他の引当金の増減額（△は減少） △103 △81

固定資産売却損益（△は益） △196 △141

固定資産処分損益（△は益） 53 26

受取利息及び受取配当金 △55 △177

支払利息 674 1,162

デリバティブ評価損益（△は益） △3,615 △1,730

売上債権の増減額（△は増加） △12,987 △7,374

棚卸資産の増減額（△は増加） △5,762 △7,623

仕入債務の増減額（△は減少） △9,013 4,141

その他 1,447 △7,947

小計 825 17,195

利息及び配当金の受取額 52 174

利息の支払額 △656 △1,119

補助金の受取額 95 265

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,940 △10,819

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,623 5,695

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △22,674 △21,909

無形固定資産の取得による支出 △797 △1,713

その他 △936 △250

投資活動によるキャッシュ・フロー △24,408 △23,873

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 258 1,570

長期借入れによる収入 40,232 18,416

長期借入金の返済による支出 △5,860 △9,722

社債の償還による支出 － △110

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △2,886 △2,892

リース債務の返済による支出 △133 △610

セール・アンド・リースバックによる収入 － 8,907

その他 △96 23

財務活動によるキャッシュ・フロー 31,514 15,582

現金及び現金同等物に係る換算差額 962 1,964

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,444 △631

現金及び現金同等物の期首残高 24,257 29,650

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少）
－ 212

現金及び現金同等物の四半期末残高 30,701 29,231

（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第1四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-3項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-2項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第1四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）1

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）2

国内 海外 計

売上高

外部顧客への売上高 132,840 35,484 168,325 － 168,325

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 81 81 △81 －

計 132,840 35,565 168,406 △81 168,325

セグメント利益 16,320 82 16,403 △3,198 13,204

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）1

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）2

国内 海外 計

売上高

外部顧客への売上高 154,713 39,023 193,737 － 193,737

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 140 140 △140 －

計 154,713 39,164 193,877 △140 193,737

セグメント利益又は損失（△） 22,301 △368 21,932 △3,321 18,611

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第3四半期連結累計期間（自　2023年4月1日　至　2023年12月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1．セグメント利益の調整額△3,198百万円は、のれん償却額△3,165百万円、セグメント間取引消去△33百万円

であります。

2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第3四半期連結累計期間（自　2024年4月1日　至　2024年12月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1．セグメント利益又は損失（△）の調整額△3,321百万円は、のれん償却額△3,321百万円、セグメント間取引

消去0百万円であります。

2．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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